
■調査主体 京都療養病床協会 

■調査日 2009年8月10日～8月17日 

■調査対象 第45回衆議院議員総選挙の立候補予定者（京都府内主要政党・無所属の候補者）　21名 

■調査結果 調査対象者数 回収数 回収率(％) 
21 18 85.7 

第45回衆議院議員総選挙の立候補予定者（京都府内主要政党・無所属の候補者）にアンケートを実施いたしました。回答の結果をご報告申し上げます。 

衆議院議員総選挙に関するアンケート　回答結果一覧 

回答した立候補予定者全体の割合（ｎ＝21） 
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１．社会保障費2,200億円の削減方針は即時撤回すべきである 

２．民間病院の赤字経営を健全化するため、診療報酬・介護報酬の大 
幅な引き上げを早急に実施すべきである 

３．医療・介護難民を出すことのないよう療養病床再編計画の見直し 
を早急に行うべきである 

４．介護療養型医療施設の廃止については早急に撤回すべきである 

５．療養病床を含む慢性期医療病床を増床すべきである 

６．介護等の職員の処遇改善の費用は診療報酬又は介護報酬で見るべ 
きである 

７．小泉政権以降の一連の高齢者医療政策は白紙化・全面見直しすべ 
きである 

賛成 反対 その他 回答なし



衆議院議員総選挙に際してのアンケート調査結果 2009年8月10日　京都療養病協会実施 

アンケート内容と結果 

回答日 

１．社会保障費2,200億円 
の削減方針は即時撤回すべ 
きである 

２．民間病院の赤字経営を 
健全化するため、診療報 
酬・介護報酬の大幅な引き 
上げを早急に実施すべきで 
ある 

３．医療・介護難民を出す 
ことのないよう療養病床再 
編計画の見直しを早急に行 
うべきである 

４．介護療養型医療施設の 
廃止については早急に撤回 
すべきである 

５．療養病床を含む慢性期 
医療病床を増床すべきであ 
る 

６．介護等の職員の処遇改 
善の費用は診療報酬又は介 
護報酬で見るべきである 

７．小泉政権以降の一連の 
高齢者医療政策は白紙化・ 
全面見直しすべきである 

８．民間病院（医療・介 
護）の経営安定のために寄 
与したと自負できる政策 

その他意見等 

自由民主党 １区 伊吹 文明 ８月１２日 

賛成 

理由：自民党は既にその方 
針を決めており、補正予算 
で実質的に撤廃されている 
ことはご存知と思う。 

賛成 

理由：我が党は診療報酬の 
引き上げを公約しているこ 
とはご存知と思う。 

賛成 

その他 

理由：介護難民といわれる 
人が出ないよう努力する。 

その他 

理由：症状に応じた治療と 
介護は区分できないものに 
ついて検討の要あり。 

賛成 

理由：診療報酬について 
は、１・２のとおり。介護 
報酬については補正で措置 
したものを恒久化・制度化 
するよう努力する。 
施設経営者の皆さんもその 
前提で職員の待遇を考えて 
あげて下さい。 

回答なし 

自由民主党 ２区 山本 朋宏 ８月１３日 

賛成 

理由：骨太の方針2009にお 
いても「安心・安全を確保 
するために社会保障の必要 
な修復をする」としてお 
り、22年度予算概算要求基 
準においては、これまでの 
方針を転換し、一律的な社 
会保障費の削減は行わない 
ことにしました。今後も社 
会保障制度の安定・安心に 
全力を尽くしていきます。 

賛成 

理由：救急や産科を始めと 
する地域医療を確保するた 
め、診療報酬はプラス改定 
が必要と考えます。また介 
護職員の賃金引き上げに取 
り組む事業者に対して3年 
間助成を行い、介護職員の 
処遇を緊急かつ確実に改善 
します。 

賛成 

理由：介護療養型医療施設 
に入院されている方の追い 
出しが生じないよう、必要 
な医療、介護サービスに答 
えられる、きめ細やかな受 
け皿準備を進め、円滑な転 
換を推進することが重要。 
介護報酬単位の見直し等を 
含め、包括的に検討を進め 
ます。 

その他 

理由：介護療養型医療施設 
の再編成は、ベッド数を減 
らすことなく行うこととし 
ており、療養病床から患者 
を追い出すものではありま 
せん。高齢者が住み慣れた 
地域で安心して暮らし続け 
る事が出来るよう、地域ケ 
ア体制の準備等、入院患者 
のニーズに応えられる受け 
皿準備を進める事が重要。 

その他 

理由：必要な「慢性期医療 
病床」は確保しつつ、患者 
のニーズに応えられる受け 
皿準備が重要課題。地域全 
体で急性期、慢性期まで切 
れ目のない医療が確保でき 
るよう努めます。 

その他 

理由：介護職員の労働条件 
が厳しいことは認識してい 
ます。このため、平成21年 
度介護報酬改定で3%のプラ 
ス改定を行うとともに、雇 
用管理改善に取り組む事業 
主に対する支援を行い、ま 
た、平成21年度補正予算に 
おける介護職員処遇改善交 
付金によって、介護職員の 
賃金引き上げやキャリア 
アップを図り、処遇改善を 
進めて参ります。 

その他 

理由：改革をすすめ、歪み 
が生じたとき、単に元に戻 
すという事では何も進みま 
せん。この高齢者医療政策 
も、単に長寿医療制度を廃 
止し、元の老人保険制度に 
戻すのでは、当初の問題あ 
る制度に逆戻りするだけで 
はなく、現場が混乱し、低 
所得者の負担が上がるなど 
の様々な問題が生じます。 
制度を廃止するのではな 
く、生じた課題を見直し、 
よりよい制度作りを進めま 
す。 

残念ながら過去4年間、厚 
生労働委員会には所属して 
おりません。 

自由民主党 ３区 清水 鴻一郎 ８月１２日 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 

①診療報酬改定本体部分 
0.4％引き上げ 
②介護報酬改定3.0％引き 
上げ 
③福祉医療機構における優 
遇融資の拡充 
(ⅰ)耐震整備に取り組む医 
療機関に対する優遇融資 
(ⅱ)地域医療再生計画に基 
づき実施する整備事業の優 
遇融資 
(ⅲ)病院資金繰り悪化への 
経営安定化資金による緊急 
対応 
④介護療養型医療施設の転 
換条件の緩和(現在、更に 
撤回を求めている) 
⑤補正予算で介護職員の処 
遇改善実施 

国民の医療を守るため全力 
を尽くします。 

自由民主党 ４区 中川 泰宏 ８月１１日 賛成 賛成 賛成 

賛成できない 

理由：社会的入院の解消・ 
医療費適正化の一義で介護 
療養型医療施設の廃止を拙 
速に打ち出し、混乱を招い 
た政府の責任は認められま 
すが、方向としては、入 
院・入所者の適切な処遇を 
どう確保するかということ 
であり、在宅介護の充実、 
新型老健への誘導など介護 
保険全体のあり方の中で考 
えるべきです。 

賛成 賛成 

賛成できない 

理由：現在の高齢者医療制 
度は国保に比べ多くの世帯 
で保険料が軽減されている 
など一定の意義が認められ 
る。ただし、75歳という年 
齢のみによる区分の見直 
し、公費負担の拡大等の見 
直しを行い、国民に納得の 
いく制度に手直しする必要 
がある。 

党社会部会、医療基本問題 
調査会等において、地域か 
らの医療・介護に関する声 
を意見として述べてきた。 
20年度及び21年度予算（補 
正）において、介護従事者 
の処遇改善のための予算措 
置のため、党の諸会合で意 
見を述べてきた。 

所属政党 京都選挙区 
立候補 

予定者氏名
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アンケート内容と結果 

回答日 

１．社会保障費2,200億円 
の削減方針は即時撤回すべ 
きである 

２．民間病院の赤字経営を 
健全化するため、診療報 
酬・介護報酬の大幅な引き 
上げを早急に実施すべきで 
ある 

３．医療・介護難民を出す 
ことのないよう療養病床再 
編計画の見直しを早急に行 
うべきである 

４．介護療養型医療施設の 
廃止については早急に撤回 
すべきである 

５．療養病床を含む慢性期 
医療病床を増床すべきであ 
る 

６．介護等の職員の処遇改 
善の費用は診療報酬又は介 
護報酬で見るべきである 

７．小泉政権以降の一連の 
高齢者医療政策は白紙化・ 
全面見直しすべきである 

８．民間病院（医療・介 
護）の経営安定のために寄 
与したと自負できる政策 

その他意見等 

所属政党 京都選挙区 
立候補 

予定者氏名 

自由民主党 ５区 谷垣 禎一 ８月１４日 

その他 

理由：骨太の方針2009にお 
いても「安心・安全を確保 
するために社会保障の必要 
な修復をする」という表現 
を盛込み、22年度予算概算 
要求基準においては、一律 
は社会保障費の削減は行わ 
ないことにしました。今後 
とも社会保障制度の安定・ 
安心に全力を尽くします。 

その他 

理由：全国各地での医療や 
介護の提供体制への不安の 
声に対応し、救急や産科を 
はじめとする地域医療・介 
護を安心・安全のものにす 
るためにも診療・介護報酬 
は増額すべきだと考えま 
す。 
報酬改定は、いろいろな要 
素を総合的に判断して評価 
することが重要ですが、医 
療機関の経営状況も重要な 
要素の一つと考えていま 
す。 

その他 

理由：療養病床の再編成 
は、ご高齢の方のニーズに 
あったサービスを適切に提 
供するという趣旨に基づ 
き、平成18年の医療制度改 
革関連法で定められている 
ものです。これまでに受け 
皿施設の創設等の支援策が 
講じられており、介護療養 
型医療施設に入院されてい 
る方の追い出しを生じない 
よう、必要な医療、介護 
サービスに応えられるきめ 
細やかな受け皿を進め、円 
滑な転換を推進することが 
重要と考えており今後とも 
検討を続けてまいります。 

その他 

理由：介護療養型医療施設 
の再編成は、「ベッド数」 
を減らすことなく行うこと 
としており、療養病床から 
患者を追い出すものではあ 
りません。今後とも、介護 
療養型医療施設に入院され 
ている方の追い出しを生じ 
ないよう、きめ細やかな受 
け皿整備を進め、円滑な転 
換を推進することが重要と 
考えており今後とも検討を 
続けてまいります。 

その他 

理由：地域の医療機関の役 
割分担・連携を図り、地域 
全体で急性期から回復期、 
慢性期まで切れ目のない医 
療が確保されるよう努めて 
います。必要な「慢性期医 
療病床」は確保しつつ、高 
齢者等のニーズに応じて、 
多様な住まいと安心できる 
施設体型を構築していくこ 
とが重要と考えます。 

その他 

理由：介護職員の労働条件 
が厳しいことは認識してい 
ます。このため、平成21年 
度介護報酬改定で3.0%のプ 
ラス改定を行うとともに、 
雇用管理改善に取り組む事 
業主に対する支援を行い、 
また、平成21年度補正予算 
における介護職員処遇改善 
交付金によって介護職員の 
賃金の引き上げやキャリア 
アップを図り、処遇改善を 
進めてまいります。 

その他 

単に長寿医療制度を廃止 
し、元の老人保健制度にも 
どすということでは、負担 
のルールが明確ではない、 
運営の主体がわからないと 
いった問題のある制度に逆 
戻りするばかりでなく、現 
場が混乱し、低所得の方の 
負担が上がるなど様々な問 
題が生じることから、制度 
を廃止するのではなく、高 
齢者の方々の心情等に配慮 
しつつ、問題は大胆に見直 
し、よりよい制度への見直 
しを着実に進めます。 

20年度の診療報酬改定にお 
いて、厳しい財政状況の下 
で、プラス改定（0.38%） 
を行い、その上で、（不十 
分とのご批判があるのは承 
知しておりますが）病院勤 
務医支援のための重点配分 
を行いました。（党政務調 
査会長） 

自由民主党 ６区 井澤 京子 ８月１１日 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 

厚生労働委員として、地域 
医療の連携や救急医療体制 
の構築、京都南部の大きな 
課題である医師の偏在、女 
性医師の働きやすい職場環 
境の整備等について舛添厚 
生労働大臣にも度々質問を 
行ってきた。特に予算面で 
の拡充が必要と訴えた結 
果、医学部定員の増員、院 
内保育所の整備、医師不足 
地域に医師を派遣する病院 
への財政支援につながった 
と自負している。そして、 
診療報酬も、来年度プラス 
改定が決定された。又、社 
会保障費2,200億円削減方 
針に明確に反対すべく、党 
内有志議員の呼びかけに対 
し、署名を行い、この活動 
した結果、平成22年度予算 
において事実上撤回された 
ことは現在の社会保障に大 
きな不安を抱える国民に 
とって良い方向性を示すこ 
とができた。 

民主党は国民に対し不安を 
あおり、財源の根源のあい 
まいなまま、バラ色の政策 
を訴えています。しかし、 
国民の安心や暮らしのセー 
フティーネットである社会 
保障制度を維持するために 
は、消費税を含む税財政の 
抜本改革を国民とともに議 
論する必要があります。そ 
の為にも、京都療養病床協 
会の皆様の強力なご支援を 
心からお願い申し上げま 
す。 

公明党京都府本部 ８月１４日 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 

前回送付したものを御参照 
下さい。また、政策懇談会 
で頂いた御意見は党中央の 
政策に反映するよう、府に 
おいては予算関連に反映さ 
れるよう要望して参りま 
す。 

ご回答代表者　角替 豊 

民主党 １区 平　智之 ８月１４日 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 新人のため、所属はない。 

民主党 ２区 前原 誠司 回答なし － － － － － － － － － 

民主党 ３区 泉　健太 ８月１５日 

賛成 

理由：自公政権は社会保障 
費を年2200億円ずつ削減し 
たことが医療崩壊など、社 
会保障を後退させた。民主 
党は、社会保障削減方針を 
撤回し、医療の立て直し、 
国民皆保険、セーフティ 
ネットの拡充のために十分 
な予算を確保する。 

賛成 

理由：医師確保などを進 
め、看護師、医療クラー 
ク、医療ソーシャルワー 
カー、医療メディエー 
ター、補助者などの増員に 
務め、地域医療を守る医療 
機関の入院については、そ 
の診療報酬を増額します。 
良質な介護サービスの確保 
のため、事業者に対する介 
護報酬を7%加算し、介護労 
働者の賃金を引き上げる。 

賛成 

理由：医療・介護を必要と 
する人が療養施設から追い 
出されることながいよう、 
当面、療養病床削減計画を 
凍結市、必要な病床数を確 
保する。 

賛成 

理由：療養病床削減計画を 
凍結するので、介護療養型 
医療施設の在り方について 
改めて検討する。 

賛成 

理由：将来にわたって必要 
な療養病床を確保するべき 
である。 

賛成 

理由：認定事業者に対する 
介護報酬を加算し、介護労 
働者の賃金を引き上げる。 

賛成 

理由：75歳以上を対象とし 
た後期高齢者医療制度を廃 
止する。高齢者の保険料負 
担、自己負担を引き上げな 
いようにする。 

介護労働の安定確保と介護 
労働者の支援のため衆議院 
厚生労働委員会や同予算委 
員会党で対応策強化を指摘 
し、介護職員基礎研修の制 
度の普及定着党の推進して 
きました。 

民主党 ４区 北神 圭朗 回答なし － － － － － － － － － 

民主党 ５区 小原　舞 回答なし － － － － － － － － －
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アンケート内容と結果 

回答日 

１．社会保障費2,200億円 
の削減方針は即時撤回すべ 
きである 

２．民間病院の赤字経営を 
健全化するため、診療報 
酬・介護報酬の大幅な引き 
上げを早急に実施すべきで 
ある 

３．医療・介護難民を出す 
ことのないよう療養病床再 
編計画の見直しを早急に行 
うべきである 

４．介護療養型医療施設の 
廃止については早急に撤回 
すべきである 

５．療養病床を含む慢性期 
医療病床を増床すべきであ 
る 

６．介護等の職員の処遇改 
善の費用は診療報酬又は介 
護報酬で見るべきである 

７．小泉政権以降の一連の 
高齢者医療政策は白紙化・ 
全面見直しすべきである 

８．民間病院（医療・介 
護）の経営安定のために寄 
与したと自負できる政策 

その他意見等 

所属政党 京都選挙区 
立候補 

予定者氏名 

民主党 ６区 山井 和則 ８月１５日 賛成 賛成 賛成 賛成 

賛成できない 

理由：政府与党の慢性期医 
療病床削減案には反対だ 
が、増やすかどうか今後の 
療養病床必要数について検 
討してみたい。 

賛成できない 

単純に介護報酬を上げれば 
自己負担や保険料にはね返 
るため、民主党のマニフェ 
ストでは4000億円を公費か 
ら投入する。 

回答なし 

当選3回、過去10年間厚生 
労働委員会に所属しつづ 
け、医療介護をライフワー 
クにしています。過去10年 
間に6年民主党のネクスト 
厚生労働副大臣をつとめて 
きた。また、過去10年間、 
民主党の介護保険チーム座 
長、医療介護改革作業チー 
ム副座長をつとめてきまし 
た。介護労働者賃金引上げ 
法案を作成した。3年前の 
医療制度改革関連法案には 
先頭をきって反対しまし 
た。すべての国会議員の中 
で医療介護充実のために最 
も国会論戦してきたと自負 
している。社会保障につい 
ての国会質問衆議院議員最 
多146回。 

日本共産党 １区 穀田 恵二 ８月１６日 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 

賛成 

理由：診療報酬、介護報酬 
の引き上げは当然必要で 
す。同時に介護職員の賃金 
を月3万円以上引き上げる 
ことを確実におこなうため 
にも、介護報酬と別枠で処 
遇改善のための公費投入を 
すべきと考えます。 

賛成 

衆議院議員として、また日 
本共産党国会対策委員長と 
して、社会保障を切り捨て 
る「小泉構造改革」と正面 
から対決し、抜本転換を求 
めてきました。社会保障費 
抑制を目的とする介護保険 
制度や医療保険制度の改悪 
法案に反対しました。医療 
や介護の国庫負担を引き上 
げるよう求めています。 
政府・与党に対し、社会保 
障費2200億円の削減をや 
め、医療・福祉・介護の充 
実を図るよう求めてきまし 
た。党国会対策委員長とし 
て、他の野党と協力・共同 
をすすめ、医療や介護の改 
善の実現に取り組んできま 
した。野党共同の後期高齢 
者医療制度廃止法案の提出 
に力を尽くし、参議院で可 
決することができました 
（2008年）。 
予算委員会で、麻生首相に 
社会保障抑制路線の転換を 
求めました。（2009年5月 
12日） 

自公政権が社会保障予算を 
削減し制度改悪を繰り返し 
た結果、医療や介護が受け 
られない事態が生まれてい 
ます。こうした事態を許し 
てはおけません。関係者の 
皆さんとともに、誰もが安 
心して医療・介護を受けら 
れるように力を尽くす決意 
です。総選挙政策として、 
社会保障を削減から拡充へ 
転換することをかかげてい 
ます。後期高齢者医療制度 
の廃止、先進国では当たり 
前の”窓口負担ゼロ”をめ 
ざし第一歩として75歳以上 
の高齢者と子どもの医療費 
を無料化、療養病床の廃 
止・削減計画の白紙撤回な 
ど、実現に取り組みます。 
（総選挙政策の詳細につい 
ては、党ＨＰまたはパンフ 
レットをご覧いただければ 
幸いです） 

日本共産党 ２区 原 としふみ ８月１５日 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 

賛成 

理由：診療報酬、介護報酬 
の引き上げは当然必要です 
が、処遇改善のために、介 
護報酬とは別枠で公費投入 
で、介護労働者の賃金を月 
3万円以上引き上げること 
を日本共産党は政策として 
います。 

賛成
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アンケート内容と結果 

回答日 

１．社会保障費2,200億円 
の削減方針は即時撤回すべ 
きである 

２．民間病院の赤字経営を 
健全化するため、診療報 
酬・介護報酬の大幅な引き 
上げを早急に実施すべきで 
ある 

３．医療・介護難民を出す 
ことのないよう療養病床再 
編計画の見直しを早急に行 
うべきである 

４．介護療養型医療施設の 
廃止については早急に撤回 
すべきである 

５．療養病床を含む慢性期 
医療病床を増床すべきであ 
る 

６．介護等の職員の処遇改 
善の費用は診療報酬又は介 
護報酬で見るべきである 

７．小泉政権以降の一連の 
高齢者医療政策は白紙化・ 
全面見直しすべきである 

８．民間病院（医療・介 
護）の経営安定のために寄 
与したと自負できる政策 

その他意見等 

所属政党 京都選挙区 
立候補 

予定者氏名 

日本共産党 ３区 石村 かず子 ８月１４日 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 

賛成 

理由：診療報酬、介護報酬 
の引き上げは当然必要だと 
考えます。日本共産党は、 
介護報酬を5%引き上げると 
ともに、介護報酬とは別枠 
の公費投入で、介護労働者 
の賃金を3万円以上引き上 
げる政策を掲げています。 

賛成 

伏見・乙訓の地域でも、医 
療体制に数々の問題があり 
ます、自公政権の医療をは 
じめとする社会保障費の削 
減によって、後期高齢者医 
療制度や、まとも公的医療 
保険制度とはいえないよう 
な実態が広がっています。 
誰でもどんな病気でも安心 
して受けられる医療体制を 
つくることが急務です。医 
療崩壊は、診療報酬を連続 
して引き下げ、医療、小児 
科、救急医療などを切りす 
ててきた政府の責任です。 
医師と看護師を計画的に増 
員し、医療機関への支援を 
強める必要があります。 

日本共産党 ４区 吉田 幸一 ８月１２日 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 

賛成 

理由：診療報酬、介護報酬 
の引き上げは当然必要です 
が、日本共産党は5%引き上 
げることを公約していま 
す。加えて、別枠の予算措 
置で、賃金を月3万円引き 
上げる事も公約していま 
す。 

賛成 特にありません。 

各問いに賛成し、皆様の運 
動に協力できるようがんば 
りたいと思います。 

日本共産党 ５区 吉田 さゆみ ８月１7日 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 

賛成 

理由：診療報酬と介護報酬 
の引き上げは当然必要で 
す。介護職員の待遇改善の 
ため、5%の介護報酬引き上 
げと、それとは別枠の公費 
投入を行い、介護職員の賃 
金を月3万円以上引き上げ 
る政策を日本共産党はかか 
げています。 

賛成 

北部の地域医療の崩壊は申 
告です。私は3年前から医 
師会や医療関係者の方々か 
ら実情と要望を伺い活動し 
てきました。私は地域医療 
の拠点となる公的病院への 
支援や医師確保対策の強化 
などで、地域医療対策の立 
て直しに力を尽くします。 

日本共産党 ６区 浜田 よしゆき ８月１7日 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 特になし 

社会民主党 ２区 藤田高景 ８月１８日 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 

賛成できない 

理由：患者・利用者の負担 
にはねかえるため、国庫を 
投入すべき。 

賛成 

日本の医療費をＯＥＣＤ並 
に引き上げるよう前職の国 
会議員とともに厚労省へ働 
きかけました。 
「介護労働者の人材確保に 
関する特別措置法案」を参 
議院へ民主党とともに提出 
した際、事務局として準備 
しました。 

無所属 ４区 田中 英夫 ８月１５日 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 
前職でないため、回答を差 
し控えます。 

当選の栄を得ました際に 
は、清水鴻一郎先生とも連 
携しながら地域の医療・介 
護の発展に努めて参りま 
す。何卒宜しくお願い申し 
上げます。
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